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氏家地区稲わら供給組合
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背景背景 取組までの経緯取組までの経緯
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特別栽培農産物の取組状況
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工夫した点工夫した点

地域で活躍している稲作農家をメンバーに地域で活躍している稲作農家をメンバーに

稲作生産集団を臨時のオペレーターに稲作生産集団を臨時のオペレーターに

助成金の一部を稲作農家に還元助成金の一部を稲作農家に還元

運搬・堆肥散布は畜産農家運搬・堆肥散布は畜産農家



圃場の確認と事務処理が複雑圃場の確認と事務処理が複雑

収集作業が天候に左右され労働が過酷に収集作業が天候に左右され労働が過酷に

今後の機械の更新今後の機械の更新

助成金に頼った資金繰り助成金に頼った資金繰り

問題点問題点



経費を圧縮して安価な稲わらを供給経費を圧縮して安価な稲わらを供給

稲作農家と畜産農家と組合の連携を深める稲作農家と畜産農家と組合の連携を深める

稲作農家への堆肥利用の推進・ＰＲ稲作農家への堆肥利用の推進・ＰＲ

飼料イネ栽培の取り組み飼料イネ栽培の取り組み

今後の方針今後の方針




